
第₅回定時総会

平成29年度第5回定時総会が開催され、各議案とも原案どおり承認された。

　第₅回定時総会が、平成29年₅月29日（月）
メルパルク松山（松山市）ラフィーネで正会
員233名（委任状参加を含む）賛助会員4名が
出席して開催された。
　岡部副会長の開会宣言があり、続いて、会
員の物故者に対し黙祷を捧げた。
　本田会長の開会挨拶の後、表彰式に移り、
愛媛県知事から産業廃棄物の適正処理を通じ
て生活環境の保全に寄与した個人₂名、法人
₁社に対して感謝状が贈呈された。
　また、協会長表彰として本田会長より功績
のあった方々、功労者表彰₅名、優良事業所

表彰₆社、優良従業者表彰₇名に対して表彰
状と記念品が贈呈された。
　表彰者を代表して知事感謝状を受賞された
酒井興産株式会社 顧問 岡部秀基氏から謝辞
があった。
　その後、愛媛県知事 中村時広様（代読　
愛媛県県民環境部環境局長 竹内耕三様）　愛
媛県議会議長 毛利修三様（代読　愛媛県議
会 環境保健福祉委員会 委員長 徳永繁樹様）、
松山市長 野志克仁様（代読　松山市環境部
長 松本善雄様）から祝辞を賜った。
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　第₅回定時総会にあたり、協会を代表して
ご挨拶を申し上げます。
　まずは本日の総会にご来賓として御出席い
ただきました愛媛県の中村時広知事代理竹内
耕三県民環境部環境局長様、愛媛県議会毛利
修三議長代理徳永繁樹環境保健福祉委員会委
員長様、松山市の野志克仁市長代理松本善雄
環境部長様を始め、多数の御来賓の方々には
公務多忙の中をご臨席いただき厚く御礼を申
し上げます。
　また、本日、表彰を受けられる皆々様には
永年の協会活動へのご協力を感謝いたします
と共に心からのお祝いを申し上げます。
　そして、会員の皆様には、平素より協会の
事業運営に格別のご理解とご協力を頂いてお
ります事を衷心より御礼申し上げます。
　さて、公益法人制度改革に伴い、当協会も
一般社団法人へ移行して、₄年が経過しまし
た。発足当時から様々な問題が山積していま
したが、一つ一つ整理しほぼ解決し、今年度
をもって公益目的支出計画が終了する目途が
立ちました。
　次に、我々産業廃棄物処理業の基本となる
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」いわ
ゆる廃棄物処理法では、法律の施行状況を勘
案し、5年ごとに見直しを検討することとなっ

ております。
　平成22年改正から₅年が経過しますことか
ら、協会としても全国産業廃棄物連合会を通
じ、許可手続きや解釈の明確化等27項目の要
望事項を取りまとめ、環境省に要望し検討い
ただいておりましたが、①廃棄物処理業の許
可を取り消された業者へ、改善命令や処理困
難通知を義務づけること。②多量排出事業者
に一部電子マニフェストを義務化すること。
③雑品スクラップの保管・処分について、飛
散・流出等の処理基準の遵守を求めることが
できるようにすること。④分社化等がされた
後でも親子会社を一体のものとして扱うため
の特例措置ができること。₄つが主なものと
して、現在、閣議決定後、衆議院で可決され
参議院での審議中となっております。残りの
要望については省令等で順次対応することと
なっており、既に、₄月28日には省令が一部
改正され、登記事項証明書の添付が必要な変
更届出については、届出までの日数が10日以
内から30日以内に延長されましたし、申請様
式の全国統一についても、10月₁日から施行
されることとなっております。
　次に、廃棄物処理業における労働災害の度
数率は、全産業平均の1.63ｈ比べて8.00ｈと
飛び抜けて高いことから、「平成29年度労働

第₅回定時総会会長あいさつ

一般社団法人えひめ産業廃棄物協会

会　長　本　田　　　昭
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災害防止計画を」策定しました。会員企業
が一体となり安全衛生活動に取り組むことが、
従業員を守り、ひいては会員企業を守ること
になります。協会では、労働災害防止対策を
推進し、会員企業の安全衛生水準のなお一層
の底上げができるよう取り組むこととしてお
ります。是非とも協会の安全衛生活動へのご
参加をお願いします。
　次に、我々産業廃棄物処理業界としまして
は、産業廃棄物の適正処理はもとより、循環
型社会形成に向けて、優良処理業者として発
展し、産業の静脈産業としての担い手として、
資源循環利用等に使命感を持って進めてまい
りたいと思っております。会員の皆様が、循
環型社会へ適合した産業廃棄物処理業者とし
て発展していくための、有効な情報提供や、
リサイクル促進等を目指した補助事業等を進
めておりますが、補助事業につきましては、
会員の皆様が利用しやすいよう改正を県にお
願いしまして、今年度から、許可業者向け補
助ではトラックスケールの補助金の復活をさ
せました。また、協会員向け補助につきまし
ては、昨年までの「再資源化システム事業化

促進支援事業」を「₃Ｒシステム事業化促進
支援事業」に改正し、リサイクルに資すれば
補助対象となるよう門戸を広げ、廃棄物等循
環資源を活用するための研究・開発や施設整
備に関する経費補助も利用しやすくしており
ます。会員の皆様が、これら制度を有効に活
用し、積極的に応募していただきたいと思い
ます。
　会員の皆様には、協会の会報やホームペー
ジを通じて各種最新情報を提供するとともに、
各種講習会、研修会を開催することとしてお
りますので積極的に活用していただければ幸
いです。
　最後に、今年の秋には「愛顔つなぐえひめ
国体」と「愛顔つなぐえひめ大会」が開催さ
れます。天皇杯、皇后杯を目指して、愛媛県
選手団を協会も会員の皆さんも一体となって
応援しましょう。
　本日は、前年度の事業報告と決算の承認に
加え、新年度の事業及び予算案の報告、役員
選任を予定しておりますので、よろしくご審
議のほどお願いいたしまして開会の挨拶とし
ます。
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　本日、一般社団法人えひめ産業廃棄物協会
の第₅回定時総会が盛大に開催されますこと
を、心からお喜び申し上げます。
　貴協会におかれましては、日頃から、産業
廃棄物の適正な処理はもとより、優良な処理
業者の育成や労働災害の防止に努められ、循
環型社会の構築と産業廃棄物処理業界の健全
かつ持続的な発展に力を尽くされており、深
く敬意を表します。
　また、さきほど、長年にわたる御功績によ
り、感謝状並びに表彰を受けられました方々
には、心からおたたえしますとともに、今後
一層の御活躍を御期待申し上げます。
　御案内のとおり、循環型社会の実現のため
には、産業廃棄物処理業が静脈産業として我
が国の経済成長の一翼をしっかりと担い、環
境保全と経済活動の調和が取れた社会づくり
を進めていくことが極めて重要であります。
　県におきましても、今年₃月に、環境への

負荷が少ない循環型社会の構築に向け、「第
四次えひめ循環型社会推進計画」を策定し、
平成32年度までの廃棄物の削減目標等を定め
るとともに、「₃Ｒの推進」、「廃棄物の適正
処理の推進」、「循環型社会ビジネスの振興」、
「災害廃棄物処理体制の構築」を四つの基本
方針として、これまで以上に資源循環社会の
形成と安全・安心な生活環境の保全に力を注
いで参る所存です。
　どうか皆様方におかれましては、こうした
取り組みに御理解を賜り、今後とも、環境に
配慮した持続可能な社会づくりに御尽力いた
だき、「愛顔あふれる愛媛県」の実現にお力
添えをよろしくお願い申し上げます。
　終わりに、一般社団法人えひめ産業廃棄物
協会のますますの御発展と、御出席の皆様方
の御健勝、御活躍を祈念申し上げまして、祝
辞といたします。

祝　　辞

愛媛県知事　中　村　時　広
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　一般社団法人えひめ産業廃棄物協会の第₅
回定時総会が開催されるに当たり、県議会を
代表してごあいさつを申し上げます。
　皆様方には、日頃から、産業廃棄物の適正
な処理や再生利用の促進を通じて、本県産業
の健全な発展と県民の生活環境の向上に多大
の御尽力を賜っておりますことに対し、厚く
お礼申し上げます。
　また、先ほど表彰を受けられました皆様方
には、心からお喜びを申し上げますとともに、
今後一層の御活躍を期待いたします。
　御案内のとおり、産業廃棄物処理業界は、
不法投棄等の不適正処理の防止、最終処分場
の確保のほか、安全で環境への負荷の少ない
処理方法の確立など、多くの課題を抱えてお
ります。
　こうした中、県では、今年₃月に「第四次
えひめ循環型社会推進計画」を新たに策定し、
天然資源の消費を抑制し、環境への負荷をで

きる限り低減する「循環型社会」の構築に向
けた各種施策を推進しているところでありま
すが、貴協会におかれましても、各々の会員
が循環型社会の構築と廃棄物適正処理に努め
られ、産業の健全な発展のみならず、公衆
衛生の向上や環境の保全にまで御尽力をいた
だいておりますことは誠に心強い限りであり、
この場をお借りして感謝申し上げます。
　県議会といたしましても、循環型社会の構
築に向けて全力で取り組んで参る所存であり
ますので、皆様方におかれましては、今後と
も、県土の環境保全と県民の安心・安全な生
活の確保に、なお一層のお力添えを賜ります
ようお願い申し上げます。
　終わりに、えひめ産業廃棄物協会のますま
すの御発展と、御出席の皆様方の御健勝、御
多幸を心から祈念いたしまして、ごあいさつ
といたします。

祝　　辞

愛媛県議会議長　毛　利　修　三
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　本日ここに、一般社団法人 えひめ産業廃
棄物協会 第₅回定時総会が、多くの関係者
の皆様の御出席の下、盛大に開催されますこ
とを心からお喜び申し上げます。 
　皆様には、日頃から松山市の環境行政に多
くの御理解と御協力をいただき、厚くお礼を
申し上げます。 
　そして、先ほど表彰を受けられた皆様には、
長年にわたる廃棄物の適正処理への御貢献に
敬意を表しますとともに、今後ますますの御
活躍を心からお祈り申し上げます。 
　さて、いよいよこの秋には、愛顔つなぐえ
ひめ国体・えひめ大会が開催されます。本市
では、単独市としては大会史上最多の32競技
36種目が行われます。選手や関係者を含め多
くの方が愛媛・松山を訪れるこの機会に、本
市が「環境モデル都市」にふさわしい美しい
まちとして、また行ってみたいと思われるよ
うに全力で取り組みますので、皆様には、環
境美化でのおもてなしに御協力をお願いいた
します。 
　また、本市では、ごみの排出量を抑制し、
再資源化率を高めるため、市民の皆様の御協
力の下、積極的にごみの減量に取り組んでい

ます。その結果、人口50万人以上の都市の中
で、市民一人₁日当たりのごみの排出量が最
も少ない都市として、₉年連続で日本一にな
りました。平成27年度の実績では家庭ごみが
減る一方で、飲食店や小売店などの事業所ご
みが増加し、僅差で₂位になりましたが、新
たな取組として、市民や事業所の皆様の御理
解と御協力をいただき、現在「3010運動」を
進めています。これは、懇親会などで会食を
開始してからの30分と最後の10分は、自席で
料理を楽しみ、食べ残しを減らし、ごみの減
量につなげる取組です。本日ご出席の皆様に
も、是非この「3010運動」に取り組んでいた
だくとともに、皆様の事業所でも広めていた
だきますようお願いいたします。 
　これからも、ごみの減量やリサイクルを進
め、本市が美しく魅力あるまちとして、一人
でも多くの人に笑顔になっていただけるよう
皆様と一緒に取り組んでまいります。 
　 結びに、一般社団法人えひめ産業廃棄物
協会の今後ますますの御発展と、本日お集ま
りの皆様の御活躍を心からお祈りし、お祝い
の挨拶とさせていただきます。 

祝　　辞

松山市長　野　志　克　仁
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議　　事

　　日　時　　平成29年₅月29日㈪　15：00
　　場　所　　メルパルク松山（郵便貯金会館）

第₁号議案　平成28年度事業報告並びに収支決算の承認に関する件
（報告事項）　平成29年度公益目的支出計画実施報告書（要約）に関する件
　　　　　　平成29年度事業計画並びに収支予算の報告に関する件
第₂号議案　役員の選任に関する件
第₃号議案　総会決議事項の補正変更の委任に関する件
　各議案ともに審議の結果、原案どおり承認された。

　総会終了後、役員を退任される、本田 昭会長、
岡部秀基副会長の永年のご功労に感謝し花束を贈呈した。
　引き続き下記の演題により講演会を開催した。
　　演題　「産業廃棄物処理業における労働災害防止について」
　　講師　中央労働災害防止協会　　原田宗徳　様
　またその間、別会場にて新役員による理事会を開催し、
会長（代表理事）、副会長、専務理事の互選を行った。
新役員については、別表のとおり。

本田会長と岡部副会長と事務局職員

本田議長と三役のみなさん

ご来賓の方々

講演会の様子

新役員のみなさん
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懇親会
　総会終了後、懇親会を行った。
初めに、理事会での互選結果を発表した。
会長（代表理事）西山周、副会長中畑孝介、岩岡一平、村上正一、専務理事水口定臣（敬称略）
代表して西山会長より開会のあいさつの後、上甲副知事、協会の森髙顧問、西原顧問からご挨
拶を賜わり、西田顧問の乾杯の音頭により開宴、多数のご来賓の皆様を交えて終始、和やかな
雰囲気の中で会員相互の親睦を深めた。
岩岡副会長より閉会の挨拶があり盛会裏に終了した。
拶を賜わり、西田顧問の乾杯の音頭により開宴、多数の来賓の皆様を交えて終始、和やかな雰
囲気の中で会員相互の親睦を深めた。
岩岡副会長より閉会の挨拶があり盛会裏に終了した。

岩岡副会長、中畑副会長、西山会長、村上副会長、水口専務理事

上甲副知事

西田顧問による乾杯

森髙顧問

懇親風景

西原顧問

岩岡副会長閉会あいさつ
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役職名 氏　　名 所属企業

会  長 西　山　　　周 ㈱トータス・グリーン

副会長 中　畑　孝　介 愛媛砂利㈱

同 岩　岡　一　平 ㈲伊予開発

同 村　上　正　一 ㈱イ－ジ－エス 

専務理事 水　口　定　臣 （一社）えひめ産業廃棄物協会

理　事 岸　本　啓　一 ㈱長崎商事

同 貴　田　敏　幸 ㈱みたらい

同 佐々木　隆　二 ㈲佐々木産業

同 白　石　泰　雄 ㈱三興

同 大　森　貴　史 ㈲滝野産業

同 西　田　圭　三 ㈱西田興産

同 本　田　　　明 住鉱物流㈱

同 青　野　通　久 四国環境整備興業㈱

同 大　野　剛　嗣 オオノ開發㈱

同 今　井　基　博 ㈱住共クリーンセンター

同 濱　口　　　誠 ㈲吉田町清掃社

同 近　藤　雅　美 一宮運輸㈱

同 永　井　憲　一 ㈱フロンティアサービス四国

同 田　中　眞　二 東洋容器㈲

同 児　玉　誠一郎 城東開発㈱

監  事 青　木　美智夫 ㈱都クリーン

同 桑　原　涼　一 桑原運輸㈱

同 佐　伯　直　輝 佐伯公認会計士事務所

平成29年度　一般社団法人　えひめ産業廃棄物協会役員名簿

（平成29年₅月29日）
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知事感謝状贈呈者

○ 知事感謝状（個人）

○ 知事感謝状（法人）

岡部　秀基　殿（謝辞）
（新居浜市：酒井興産株式会社　顧問）

廣瀬　昌弘　殿
（愛南町：株式会社広瀬建設　代表取締役）

株式会社富久　殿
（東温市：収集運搬業、中間処理業）
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会長表彰受賞者

○ 功労者表彰（規定第₄条₂号該当）

本田　　明　殿
（新居浜市　住鉱物流株式会社）

青野　通久　殿
（今治市　四国環境整備興業株式会社）

越智　和美　殿
（今治市　成功開発株式会社）

田邨　佳典　殿
（松山市　松美産業株式会社）

松田　憲和　殿
（八幡浜市　有限会社松田組）
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○ 優良事業所表彰（規定第₄条₃号該当）

タツミ企業有限会社　殿
（新居浜市　代表取締役
　髙橋辰夫）

株式会社太平洋産業　殿
（今治市　代表取締役
　野﨑武）

株式会社金城滋商事　殿
（松山市　代表取締役
　金城滋）

四電ビジネス株式会社　殿
西条事業所
（西条市　所長　土井洋志）

有限会社石田清掃社　殿
（八幡浜市　代表取締役
　石田好孝）

株式会社羽田建設　殿
（宇和島市　代表取締役
　羽田保恵）
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○ 優良従業者表彰（規定第₄条₄号該当）

森　　　剛正　殿
（新居浜市
　株式会社イージーエス）

宮竹　賢次　殿
（新居浜市
　株式会社イージーエス）

瀬尾　和隆　殿
（新居浜市
　株式会社住共ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ）

藤田　勝司　殿
（新居浜市
　株式会社伊藤開発）

越智　雅文　殿
（新居浜市
　株式会社住共ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ）

伊藤　晴香　殿
（新居浜市
　桑原運輸株式会社）

蒲田　義明　殿
（伊予市
　有限会社伊予開発）
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謝辞（酒井興産株式会社　顧問　岡部秀基氏）

功労者表彰受賞のみなさん

事業所表彰受賞のみなさん

従業者表彰受賞のみなさん
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平成29年度　第₁回企画広報委員会の開催

平成29年度　第₂回理事会の開催

　第₁回企画広報委員会を平成29年₅月10日
㈬、協会会議室で開催した。
₁　議　題
　⑴　 「えひめの産廃」第17号（₅月号）企
　　　画編集について
　　・　修正箇所等あれば₁週間以内に連絡
　⑵　ホームページの運用状況について
　　①　ヒット数（資料参照）
　　②　ホームページについて
　　・　ホームページアクセス解析（新旧ホー
　　　　ムページで訪問回数とページビューを比較）
　　・　現在はアクセス解析を依頼している
　　　　がこちらでいつでも見られるように
　　　　してくれることになった。
　　・　年₁回ＩＤとパスワードを変更する
　　　　件についてはわからなくなる方が多
　　　　いため変更しないことに決定。
　⑶　その他
　　①　「えひめの産廃」第18号（₈月号）表

　　　　紙について
　　・　表表紙
　　　　石鎚クライミングパークSAIJOで計
　　　　画しており写真提供の依頼を西条市
　　　　にしているが回答がないため県にプ
　　　　レ大会の写真を提供してもらう。
　　・　第19号（11月号）は開会式の様子を
　　　　掲載する。
　　・　裏表紙　第18号繁多寺と第19号石手
　　　　寺については富久委員、第20号太山
　　　　寺第21号円明寺は岡本副委員長にお
　　　　願いする。
　　②　次回委員会の開催日について
　　・　第18号（₈月号）については次回新
　　　　メンバーが決定してから各委員に都
　　　　合を聞いて決める。
　　・　編集後記・・・片岡委員
　上記の内容について協議し、「えひめの産
廃」第17号（₅月号）を₅月末に発行した。

　第₂回理事会を平成29年₅月29日㈪、第₅
回定時総会終了後メルパルク松山で開催した。
議題及び協議結果は以下のとおりとなった。
₁　議　題
　⑴　会長（代表理事）、副会長、専務理事の
　　　選任について
　　　議長は新理事に諮り協議の結果、以下
　　　のとおり満場一致で採択された。
　　　　　代表理事（会長）
　　　　　　西山　周

　　　　　副会長
　　　　　　中畑孝介、岩岡一平、村上正一
　　　　　業務執行理事（専務理事）
　　　　　　水口定臣
　⑵　新規会員加入及び退会の承認について
　　　事務局が資料に基づき説明をした。
　⑶　その他
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平成29年度　第₂回総務委員会の開催
第₂回総務委員会を平成29年₇月10日㈪、
協会会議室で開催した。議題及び協議結果は
以下のとおりとなった。
₁　委員長・副委員長の選出について

委員の互選で村上委員が委員長となり、
村上委員長が副委員長に中畑委員を指
名した。

₂　議　題
　⑴　山本環境大臣を囲む会について

事務局より、山本環境大臣を囲む会の
開催について説明があり、案のとおり
開催することとなった。各地区で参加
者を集め、50名以上にて開催をするこ
ととなった。

　⑵　資源循環促進税に関するヒアリングに
　　　ついて

事務局より、愛媛県からのヒアリング
協力依頼及びヒアリング項目並びに資
源循環税の概要について説明があり、
検討の結果、資源循環税の継続に賛同
であることと、意見として徴収するの
に協力しやすい体制を取って欲しい旨
を述べることになった。会長、専務理
事にて対応予定。

　⑶　顧問・行政懇談会について
事務局より、平成29年度顧問・行政懇
談会の開催について説明があり、₉月
開催にて調整中であるが、日程が合わ
ない場合は11月開催とすることとなっ
た。

　⑷　適正処理事業活動支援金について
事務局より、八幡浜地区並びに宇和島
地区からの適正処理（公益目的）事業
活動支援金交付申請について説明があ
り、申請のとおり理事会に諮ることと
なった。

　⑸　今後の協会のあり方について

事務局より、資料に基づき以下の点に
ついて説明あり、今後総務委員会で継
続審議することとなった。

　　1　協会名称変更について
　　2　次期役員について
　　　　役員選考規程、定款について
　　3　入会規程について
　　　　入会規程、定款について
₃　報告事項
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平成29年度　第₃回理事会の開催
第₃回理事会を平成29年₇月29日㈯、協会
会議室で開催した。議題及び協議結果は以下
のとおりとなった。
₁　議　題
　⑴　資源循環促進税について

事務局より資料に基づき説明があり、
理事から排出事業者の意識がなく理解
が進んでいないことから税転嫁が出来
難い、国の施設の入札条件に資源循環
促進税が入っていない、税を払いやす
い様にするため認知度を上げる必要が
ある旨等の意見があった。
それら意見を踏まえて、県のヒアリン
グに会長と専務理事が事務局案で対応
することとなった。

　⑵　適正処理事業活動支援金について
事務局より資料に基づき説明があり、
八幡浜地区及び宇和島地区について申
請のとおり承認した。

　⑶　新規会員加入及び退会の承認について
事務局より資料に基づき説明があり、
株式会社トラッシュソリューションズ
及び有限会社山海興産の新規入会（正
会員）並びに株式会社三浦組の業態変
更（処分業の追加）について承認され
た。

₂　報告事項
　⑴　総務委員会報告

事務局から資料に基づき一括して行政
顧問懇談会と今後の協会活動のあり方
等について説明があった後、村上総務
委員長から、委員会において会長から
県の₃地方局等と協会の₅地区₃副会
長との整合性の検討をしたらとの意見
があり、名称変更等とともにこれら協
会活動のあり方について検討していく
こととなった旨報告があった。

　⑵　全産連委員会報告

事務局より、各議事録について一括し
て説明があった。

　⑶　その他今後のスケジュールについて
事務局から資料に基づき、第16回産業
廃棄物と環境を考える全国大会につい
ては40名を各地区に割当を行う。また、
委員会部会委員については一部委員を
₈月₁日付で変更する等一括して説明
があった。
なお、事務局から追加で、現在平成29
年九州北部豪雨による災害廃棄物の木
くず処理について環境省から会員の処
理能力調査が来ている旨説明した際
に、現地へ出向いて処理することも検
討したらよいとの意見があり、意見表
明できる場では表明する旨専務理事が
回答した。
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平成29年度　優良産業廃棄物処理業者育成研修の開催
　愛媛県からの受託事業である優良産業廃棄物処理業者育成研修会を、専門の講師を招き産業
廃棄物処理業者を対象に下記の日程で開催した。

◯　産業廃棄物処理の実務者研修（基礎編）
　開　催　日　₇月₅日㈫
　開催場所　リジェール松山
　受講者数　105名
　研修内容
　　①開講挨拶
　　②「搬入管理と施設点検管理について」
　　　　　　　　　　　　　（講師　服部　道紀氏）
　　③産業廃棄物処理の基礎（講師　岩田　隆氏）

◯　電子マニフェスト導入実務研修会及び操作体験セミナー
　開　催　日　₇月26日㈬
　開催場所　生涯学習センター
　受講者数　導入実務26名　、操作体験20名
　研修内容　電子マニフェストの仕組みと導入のメリット、
　　　　　　業界別の具体的な運用方法操作体験
　　　　　　　　　　　（講師　佐々木　基了　氏）

　廃棄物処理法に規定された産業廃棄物処理業の許可申請等に必要な専門的知識・技能の修得
のため、公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センターが毎年実施している講習会が松山市の
リジェール松山で開催された。

◯　産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の
収集・運搬課程（更新）
　開　催　日　平成29年₆月14日㈬
　受講者数　130名

◯　産業廃棄物の収集・運搬課程（新規）
　開　催　日　平成29年₆月20日㈫～21日㈬
　受講者数　104名

平成29年度　産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の
許可申請に関する講習会の開催
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山本公一環境大臣を囲む会の開催
　協会主催で、「山本公一環境大臣を囲む会」を、松山全日空ホテルローズルームで₇月29日
㈯に協会員約50名が参加して下記のとおり開催しました。

記
主　催：（一社）えひめ産業廃棄物協会　
日　時：平成29年₇月29日㈯　16：00～18：15
場　所：松山全日空ホテル₃Ｆ　ローズルーム
次　第：開会あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長　　西山　周
　　　　講　　　　演　「最新の環境問題の動向について」
　　　　　　　　　　　環境大臣兼内閣府特命担当大臣（原子力防災担当）山本　公一　
　　　　来賓あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　顧問　県議会議員　森高　康行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧問　県議会議員　西原　進平

本田前会長乾杯

山本環境大臣講演
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₃Ｒシステム事業化促進支援事業が決定
愛媛県産業廃棄物処理業資源循環促進支援事業補助金は、今年度から補助対象が拡大されま
した。₃Ｒシステム事業化促進支援事業につきましては、₅月₈日から₆月15日まで会員に対
して募集したところ、₄件の応募があり、₇月18日事業審査会を開催して学識経験者及び行政
による厳正な審査したところ、全件とも採択されました。
また、協会が行う₃Ｒシステム等調査研究事業については、昨年に引き続き意欲ある会員企
業を主体に検討会を設置し再資源化方策について調査検討を行うとともに、 新たに災害廃棄物
処理研究調査では、災害時のＢＣＰ計画策定について理解促進を図るため愛媛大学矢田部特命
教授による講演会『産業廃棄物処理業におけるＢＣＰ計画策定について』を11月頃に開催します。
会員の皆様の積極的なご参加をお願いします。

補助金
の種類 補助対象事業 補助率 採択事業 補助額

₃Ｒシ
ステム
事業化
促進支
援事業
費補助

金
(会員)

ア　研究・開発事業
県内の産業廃棄物の₃
Ｒ及び減量化・製品化
に資するための研究・
開発及びそれを踏まえ
た機器整備

₃/₄以内

補助限度額

500万円

㈱住共クリエイト
サービスセンター

再生重油低灰分化に向けた
試験研究

400万円

イ　技術・設備導入事業
産業廃棄物の₃Ｒ及び
減量化・製品化の推進
に係る技術及び設備の
導入

₁/₃以内

補助限度額

500万円

㈱Ｅ－システム
有機性廃棄物の
早期堆肥化事業

400万円

㈲ジー・シー・オー
過熱水蒸気による

リサイクル事業化技術導入
400万円

愛媛砂利㈱
二次破砕機導入設備 400万円

₃Ｒシ
ステム
等調査
研究事

業
(協会)

調査研究事業費
産業廃棄物の₃Ｒのリ
サイクルシステム、新
たな再資源化技術、災
害時のＢＣＰ計画・災
害廃棄物処理計画の策
定等に資する調査研究

₃/₄以内
えひめ産業廃棄物協会

₃Ｒシステム等調査研究事業 200万円
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